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斎 藤 博 次

1 序

以下の論考は､1998年度筑波大学アメリカ文学会での口頭発表の原稿

に若干の修正を加えたもので､ソール ･ベローの代表作 『ハ-ツオグ』に表

現されている ｢死｣と ｢性｣のテーマについて考察している｡具体的には､

精神分析学的アプローチに基づくクレイ トン (JohnJacobClayton)の 『ハー

ツオグ』解釈-の疑問点を提示し､それとは別の角度から 『ハーツオグ』の

｢死｣と ｢性｣のテーマについて解釈している｡論の詳細は以下の説明に譲

るが､最初に要点だけを示しておくと次のようになる｡

(1)クレイトンが 『ハーツオグ』における ｢性｣の問題を ｢死の恐怖｣か

らの逃避と捉えているのに対し､本稿ではそれを ｢死の恐怖｣を克服

するための行為として捉える｡

(2)クレイ､トンが主人公ハーツオグに ｢マゾヒズム｣と ｢パラノイア｣の

特徴を読み取るのに対し､ここではハーツオグの ｢メランコリー｣気

質に焦点を当てる｡

(3)クレイ トンが ｢マゾヒズム｣-の視座から主にハーヅォグと父との関

係を重視するのに対し､ここでは ｢メランコリー｣との関連で母との

関係に着目するO

ただし､ここでは､『ハーツオグ』で重要な役割を果たしているマ ドレーンは

考察の対象にはしてはいない｡また､ここで強調するのはラモーナとソノ ･
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オグキに対するハーツオグの関係であり､その以外の女性関係は扱ってはい

ない｡その意味では､ここで行なった ｢性｣と ｢死｣に関する考察は十分な

ものではなく､考慮すべき余地を大いに残している｡論文というより､むし

ろ研究ノート的な性格を持った論考であることを予めお断りしておく0

2 クレイ トンの精神分析学的解釈

『ハーツオグ』における ｢性｣ と ｢死｣の問題に関しては､クレイ トンが

SauZBeZZowinDejTenseofManで行なった有名な分析がある｡クレイ トンの解

釈はかなり複雑な内容を持っているが､その枠組だけを示すと､以下のよう

にまとめることができる｡1

(1)ハーツオグの ｢罪悪感､虚栄的なポーズ､およびその思想｣の根底に

あるのは ｢死の恐怖｣であるQ

(2)｢死の恐怖｣に怯えるハ-ツオグは､その恐怖を意識の底に抑圧すると

ともに､｢性｣-の逃避を行なう｡

(3)ハーツオグの意識の底には ｢性｣に対する罪意識があり､そのため彼

は ｢性｣にまつわる場面で､父によって代理されるユダヤ的道徳 (-

超自我)による処罰を受ける (ハーツオグのマゾヒズムはここに由来

する)｡同時にハーツオグの意識の中で､抑圧していた ｢死の恐怖｣

が蘇り､罪としての ｢性｣が ｢死｣によって処罰されるという不安を

生む｡

(4)ハーツオグは､超自我による自我-の処罰を回避するために､自我を

超自我に同一化するいっぽう､自分の ｢罪｣を他者-投影させること

で､他者-の攻撃を行なう (ハ-ツオグのサディズム的傾向はここに

由来する)｡

(5)ハーツオグの混乱の原因が ｢死の恐怖｣からの逃避にある以上､死と

向き合い､死すべき存在としての自己を受け入れることによってのみ､
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ハーツオグの再生は可能となる｡

以上のようなクレイ トンの解釈の枠組は､この作品を読む上で非常に有効

な視点を与えてくれる｡たとえば､『ハーツオグ』の中では ｢性｣に関わる場

面で ｢死｣の連想が起こり､逆に､｢死｣に関わる場面で性的な連想が起こる

ということが散見される｡クレイ トンによれば､こうした ｢死｣と ｢性｣の

共時的連想は､八一ツオグが自分の情事に無意識の罪悪感を覚えており､

｢性｣ に対する ｢罰｣として死が意織されるためであるという｡また､ハー

ツオグの他者攻撃､特にマ ドレーンとガーズバッハに対する攻撃や批判が､

ハーツオグ自身の罪を他者に投影した結果であるという指摘も､この小説を

読むうえで大きな示唆を与えてくれるものであるo

Lかし､その一方で､クレイ トンの解釈のパラダイムに沿ってこの小説を

読んでいくと､幾つかの疑問が残ることもまた事実である｡

たとえば､｢死を直視する｣ことによって死の悲しみを乗り越えようとした

ルーカス ･アスフアルターに対するハーツオグの反発は､どう考えるべきな

のか.クレイトンの考えに従えば､ハーツオグの混乱の原因となっているの

は死の恐怖からの逃避であり､したがって､物語が進行する過程でハーツオ

グが死と向き合い､死すべき存在としての自己を受け入れることによって初

めて再生が成就されるというものであった｡しかし､友人のアスフアルター

が､死に向き合う訓練を自己に課したことに対して､ハ-ツオグは､その意

義に同調するのではなく､次のような反論を加えている｡

"Thenit'Stheoldmementomon',themonk'sskullonthetable,broughtuptodate.

Andwhatgoodisthat?ItaugoesbacktothoseGermanexistemialistswhotenyou

howgooddreadisf♭ryou,howitsavesyoufromdistzactionandgivesyouyour

freedomandmakesyollauthe血C.Godisnomore.ButDeathis.Tht'Stheirstory.

Andweliveinahedonisticworldinwhichhappinessissetuponamechanical

model.Allyouhavetodoisopenyourflyandgra甲happiness,Andsotheseoth er

theoristshtroducethetensionofguiltanddreadasacorrective.Buthumanlifeis
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fTarsubtlerthan anyofitsmodels,eventheselngemiousGemanmodels･2
●

クレイ トンはこのハーツオグの言葉については詳しい説明はしてはいない｡

もちろん､ハーツオグのこの反発は､死の恐怖から目を塞ごうとしている自

己自身を弁護する言葉であると考えることは可帝であり､もしそうだとすれ

ば､字義通りに受け取る必要はなくなってくる (おそらく､クレイ トンはこ

の考えをとっているものと思われる)｡だが､ここでのハーツオグの言葉は自

己弁明といったものではなく､むしろその本音が露呈している個所として読

むべきではないだろうか｡

第2の疑問は､ラモーナとハーツオグの関係を死の恐怖からの逃避という

観点によって捉えることは適切なのかという疑問である｡

ラモーナとハーツオグとの関係について､クレイ トンは､二人が性的関係

を結ぶ直前にハーツオグの意識に昇る ｢墓場｣(cemeteries)と ｢葬式｣

(funerals)のイメージを根拠にして､ハーツオグが無意織の内に行なってい

る死の恐怖からの逃避を読み取っている｡しかし､奇妙なことに､ラモーナ

との情事が始まる前にハーツオグの心に浮かんだ罪悪感は､二人が性関係を

結んだ後では全く消えてしまっている｡

Ramona'sface,relaxedbylove-makingandSleep,hadarichcolor.hone

handsheheldthefhlledbindingofthesummerblanket,andherheadwas

raisedonthepillowsinathinkingposture-itremindedhim ofthat

photographofthepensivechildinthenextroom.OnelegwasfTreefromthe

covers-theinsideofthethighwithitswealthofsoftskinandfaintripples-

sexuallyfTragrant.HerinstephadalovelyfTreshycurve.Hernosewascurved

too.Andthentherewereherplump,pressedtoes,indescendingsize.Herzog,

smilingat也esightorher,wentbacktobedwi也sleepyclumsiness.He

strokedherthickhairandfallasleep.(204-5)

この引用は､二人の情事が終ったあとの描写であるが､ここにあるのは､情
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事のあとでハーツオグが味わっている静かで満ち足りた気分であり､罪悪感

や不安感は微塵もみられない｡ほぼ全編にわたってハーツオグの憎しみ､敵

意､興奮､不快､自噺､後悔､不安､恐怖といった感情によって覆われてい

るこの小説において､ここでのハーツオグの自足した感情はきわめて異例で

あると言わざるをえない｡これに類似した感情は､この場面を除けば､日本

女性のソノ ･オグキとの関係を回想している場面とエンディングの場面ぐら

いしか兄い出せないのである｡

もちろん､この小説におけるラモーナは､｢性の女司祭｣(sexualpriestess)
I

｢性の専門家｣(sextnlprofessional)｢本物のベッドの芸術家｣(truesackartist)

といった言葉で示されているように､その性的な魅力によってハーツオグの

心を翻弄する女性として登場しているのは確かである｡あるいは､そのよう

な性的な魅力に翻弄されるハーツオグの愚かさを際立たせるために用意され

た女性であるといってもよい｡

しかし､この小説におけるラモーナは､こうした否定的な役割をするだけ

の女性なのであろうか｡ハーツオグにおける ｢メランコリー気質｣ を考慮す

ると､ラモーナという女性は､彼にとっては別の役割も果たしているのでは

ないかと思われてくる｡

3 死者-の愛/死の恐怖

こうした疑問点に答えるためには､そもそもなぜハーツオグはそれほどま

でに ｢死の恐怖｣に怯えなくてはならないのか､その理由を考えることが必

要となる｡ハーツオグにおいて問題なのは､彼が ｢死の恐怖｣を意識の外に

追い遣ろうとしながら､なぜ反復的に ｢死の恐怖｣に立ち戻ってしまうのか

ということなのだ｡

すると､ハ-ツオグにおける ｢死の恐怖｣とは ｢死者に対する愛着｣と不

可分に結びついていることが問題になってくる｡この ｢死者に対する愛着｣

こそが､ハーツオグの ｢死の恐怖｣を絶えず呼び起こす原因になっているか
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らである｡

ハーツオグが過去一一あるいは過去において滅びた者たち一一に対して向

ける極端な愛着は､たとえば､離婚したマ ドレーンとの対比の中に見ること

ができる｡マドレーンにとって､過去は振り返るべき世界ではなく､忘れ去

るべき世界として存在している｡ハーツオグが繰り返し少年時代のモントリ

オールの思い出を語ることに対し､マ ドレーンはうんざりした感情しか抱い

ていない｡過去に対する二人の態度の違いは､たとえば､次のよう'な引用の

中に典型的に示されている｡

...MadeleinewasnottobeinterestedinMotherHerzog,twentyyearsdead,

howevermother-boundthisnostalgicgendemen'ssoulmightbe.Moses,

thinking,ruledagainsthimself.HewasafatherlypersontoMadeleine-he

couldn'texpecthertoconsiderhz'smother.Shewasoneofthedeaddead,

withouteffectonthenewgeneration.(113-4)

マ ドレーンにとっては､ハ-ツオグの母親は｢死んでいる死者｣(thedeaddead､

つまり何の意味も持っていない死者であり､それゆえ ｢新しい世代｣(血enew

generation)に属するマ ドレーンには何の影響力も持ってはいない｡だが､ハ

ーツオグにとって母親は ｢生きている死者｣であり､未だ大きな影響を持ち

続けている｡｢ハーツオグは生きている人間と同じくらい死んだ人間と生き

ていた- いや､おそらくは､より多く､死んだ人間と共に生きていた｣(He

livedwi也mem〔也edead･】asmuchaswith也eliving-perhapsmore)

(181-2)のである｡実際､ハ-ツオグが周囲の ｢生きている人間｣と結んでい

る関係は､娘のジュンに対して抱く愛情を除けば､敵意と憎しみと不満に満

ちた関係であるのに対して､｢死んだ人間｣に関しては愛情を込めて思い出す

ことができる｡感情の親密度という点から見れば､ハーツオグの愛情は現在

に向けて費やされているというより､より多く､過去の死者に向けて費やさ

れている｡

だが､この ｢過去｣-｢死者｣-の愛着が､単なるノスタルジアに留まる
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だけなら問題は生じない｡過去の記憶の中で安心して安らぐことができるか

らである｡しかし､ハーツオグにおいては､過去とは愛情の対象であると同

時に､苦痛と恐怖の源泉にもなっている｡したがって､次の引用に見られる

ように､ハーツオグの意織の中には､死者-の思い出に耽溺しがちな自分に

対する両面価値的な反応が生じることになる｡

Tohauntthepastlikethis-tolovethedead! Moseswanedhimselfnotto

yieldsog,reatlytothistemptation,thispeculiarweaknessofhischaracter.

Hewasadepressive.Depressivescamotsu汀enderchil血ood-noteven也e

painsofchildhood.(143)

この引用は､少年時代の親友ナッハマンの記憶に耽る過程で語られた言葉

であるC｢過去に投入していくこと｣(Tohauntthepast)､そして ｢死者を愛す

る｣(love也edead)ことは､ハーツオグにとって危険な誘惑となっている｡過

去と死者-の愛情は､同時に ｢少年時代の苦痛｣(也epainsofchil血ood)を

喚起してしまうのであるOそして､彼はその ｢誘惑｣に陥らないよう自らに

警告を発するのだが､結局はその ｢誘惑｣に逆らうことができない｡過去に

魅了されると同時に反発するハーツオグの姿は､姉の-レンのことを思い出

す中で語られた言葉- …Hefbught也einsidiousblightornostalgiainNew

York-softenlng,heartrottingemotions,blackspots,sweetforonemomentbut
■

leavesa血 gerousacidresidue.■-(141)- の中にもはっきり読み取ることがで

きる｡

愛の対象である ｢過去｣-｢死者｣が､それを回想する過程で彼の精神に

危機的な影響を及ぼすことになるのは､クレイトンの言うように､死者､特

に父親に対する罪悪感にその原因があるのは確かである｡だが､それ以上に

重要なのは､ハーツオグにおい■ては､死者に関する記憶は､死者 (すなわち

喪失した者)を意識の中に回復させる過程であると同時に､記憶の中で回復

した死者を再び喪失する過程にもなっているということである｡つまり､死

者にまつわる記憶は､｢死者の生｣を意識の中で復活させる行為でありながら､
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最終的に､その ｢生｣の記憶が ｢死｣にまつわる記憶-と収致してしまうこ

とで､再び喪失を繰り返すことになるのである｡ハーツオグの意織の中で死

の恐怖が繰り返し再生産される過程は､まさしくここにある｡

このことは､母に関するハーツオグの追憶の過程を通して具体的に見るこ

LとができるQこの小説の中でハーツオグは何度か母に関する追想を語ってい

るが､その記憶は､最初は懐かしさを伴う愛情と共に現われ､やがて､母の

記憶に心を奪われること-の警戒心-と移行し､最後は､その死の恐怖に圧

倒されるというように､恐怖の度合いが次第に深まっていく｡

最初の具体的な母の思い出は､ハ-ツオグが妻との離婚で受けた心の傷を

癒す目的で昔の女友達リビーの家を訪れる場面で登場する｡汽車に乗ってリ

ビーの家に向かう途上で､ハーツオグは､汽車という連想から､少年時代に

家族で行なった汽車旅行を思い出す｡そして､その記憶は､父親がすぼらし

い匂いを放つ梨の実の皮を巧みな手つきで剥いてくれた記憶につながってい

く｡そしてさらに､その記憶は､母親がその時ハーツオグの顔に付いた汚れ

を唾液で濡らしたハンカチで優しく拭い取ってくれた記憶-と移行する｡し

かし､母親に関する懐かしい記憶はこれ以上は進まず､逆に､自分の ｢鮮明

な記憶｣(acutememories)に不安を覚え､記憶自体に自己規制を課していく｡

この結果､母にまつわる記憶は､一旦ハーツオグの意識の上から､したがっ

てテキストの上からも消えることになる｡

しかし､その後も間欠的ではあるが､ハーツオグの意識の上に母親の帯憶

は蘇ってくる｡そして､記憶が舞い戻るごとに､母親のイメージは ｢死｣の

イメージとの結びつきを深めていくのである｡

先ずは､インドの貧しい農村を描いた ｢大地の歌｣(FatherPanchali)とい

う映画を見て感動したことをハーツオグが語る場面である｡この場面でハー

ツオグは､トー人の老婆｣(theoldcrone)が粥を手ですくって口に流し込み､

そのあと荒野に向かって死んでいくエピソードについて語っているのだが､

そのあとでハーツオグは､この老婆の姿を彼自身の母の姿とだぶらせていく｡

連想の理由は示されていないが､̀この場面は､母親に関する記憶が ｢死｣と

の連想の上に成り立っていることを暗示している｡
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次に母親の記憶が語られるのは､モントリオールのナポレオン･ストリー

ト時代を回想する場面においてである｡ここで初めて読者は､ハーツオグの

母親像を具体的に知ることができるのであるが､この場面では以下の引用に

見られるように､母親の失神という擬似的な ｢死｣が語られることで､再び

母親のイメージが ｢死｣を媒介にして提示されている｡

MamalsbrotherMikhaildiedoftyphusinMoscow".Wh enshereadthenews

lofherbrother.sdeath]shegaveacryandfainted.Herlipsturnedwhite.

Herarmlayinthewater,sleeveandal1.Wetwowerealoneinthehouse.Iwas

terrifiedwhenshelaylikethat,legsspread,herlonghairundone,lidsbroⅥ1,

mouthbloodless,death-like.(139)

以上のように進んできた記憶は､裁判所の場面における回想､つまり母親

との死別の回想-と収赦していく｡そして､最初に示唆された母-の愛情は､

ここに至って恐怖の記憶-と帰着するのである｡ハーツオグが16才のとき

に体験した母親の死の場面は次のように描写されているのであるが､目の前

にいる母親の姿を直視することができず､通りで遊ぶ子供たちのソリの音に

｢耳を傾けている｣ハーツオグの姿は､母親の死が与える恐怖に圧倒されて

いる様子を伝えている｡そして､興味深いことに､母親に関する記憶はこの

場面を最後にしてテキストから消えてしまうのである｡

He[Herzog]Cameintoherroom血 enshewasdying,holdinghisschoolbooks,

andbegantosaysomethingtoher".Presendyshebegantostrokehishand.She

didthisaswenasshecould;herfingershadlosttheirflexibihty.Underthenails

theyseemedtohimtobe血 galreadyintotheblueloam ofgraves.Shehad

begun tochangeintoearh!Hedidnotdaretolookbutlistenedtothertmersof

childrenlssledsinthesheeL.(234)
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4 メランコリーの克服としての ｢性｣

以上､母親に関するハーツオグの記憶の変化を例にして､彼の死者-の愛

着が最終的に死の恐怖へと帰着していく過程を見てきた｡だが､ハーツオグ

においては､｢過去｣･-｢死者｣-の愛着は､死の恐怖を生み出すだけではな

い｡それは､先に述べたように､｢生者｣との共生を妨げると共に､自分自身

のメランコリー的気質の悪化-と繋っていく｡

ハーツオグという主人公は､一義的にその性格を規定できないような多様

な性格を与えられているので､メランコリー的な気質だけを取り出して論じ

るのはもちろん片手落ちである｡だが､彼が自らのメランコリー的気質を疎

ま しく思っていることは､''Hence,loathedmelancholyHndark

Cimmeriandesa一teverdwellt■(170)という呪祖の中に表現されている｡そして､

これまで見てきたように､ハーツオグの精神的な外傷が死別による喪失の体

験に由来しているのだとするなら､｢過去｣-｢死者｣を思い出す行為は､この｢喪

失｣の追体験を通して､ハーツオグから生の喜びを奪い取り､その心を ｢悲

哀｣と ｢憂愁｣で染め上げることになる｡

フロイ トは ｢悲哀とメランコリー｣の中で､｢メランコリーの精神症状は､

深刻な苦痛に満ちた不機嫌､外界に対する興味の放棄､愛する能力の喪失､

あらゆる行動の制止と自責や自噺の形をとる自我感情の低下｣を特色として

いると指摘し､この ｢自我感情の低下｣は ｢妄想的に処罰を期待するほどに

なる｣と述べている｡さらに､フロイ トはこの ｢自我感情の低下｣に触れて､

｢･･･メランコリーの患者は､悲哀では欠けている一つのもの､すなわち

自我感情の著しい低下､はなはだしい自我の貧困をしめしている｡悲嘉では

外の世界が貧しく空しくなるのだが､メランコリーでは自我それ自体が貧し

く空しくなる｡患者は彼の自我はつまらぬもので､無能で､道徳的に非難さ

れて当然のものとみなし､そしてみずから責め､みずから罵り､そのうえ追

放され処罰されることを期している｣ と語っている.3

ハ-ツオグは､もちろん､メランコリー ｢患者｣ではない｡しかし､｢彼の

自我はつまらぬもので､無能で､道徳的に非難されて当然のものとみなし､
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そしてみずから責め､みずから罵り､そのうえ追放され処罰されることを期

している｣ というメランコリー患者の特質は､ハーツオグにそのまま当ては

まるものである｡したがって､ハーツオグに見られる､絶えず手紙を書き､

絶えず動き回り､絶えず他人を攻撃し､女性遍歴を繰り返していくという行

動は､彼の中に抜きがたく存在しているこのメランコリー的気質に対して無

意識に行なっている一種の反動形成だと考えられるo

この点に関して再び注目したいことは､母親に対するハーツオグの態度で

ある｡先に述べたように､母親に関する記憶は､ハーツオグにおいてはその

死の記憶と深いところで結びついているが､もう一つ顕著なことは､次の二

つの引用から分かるように､ハーツオグは､母親を愛していたにもかかわら

ず､自分が母親から受けついたそのメランコリー気質を克服したいと願って

いることである｡

MotherHerzoghadawayofmeetingthepresentwithapardyavertedfTace.She

encotmtereditontheleabutsometimesseemedtoavoiditontheright.Onthis

withdrm sidesheo洗enhadadr飽Itllnglook,melancholy,andseemedtobeseelng
●

theOldWorld....(139)

"perhapshismotherhadbeenstruck,too,bytheamountofmelancholy,her

own 'melancholy,shesawinMoses.Thefamilylook,theeyes,thoseeye-

1ights.Andthoughherecalledhismother'ssadfacewithlove,hecouldnltsay,

inhissoul,thathewantedtoseesuchsadnessperpetuated.Yes,itreflectedtheI

deepexperienceofarace,itsattitudetowardhappiness,andtowardmortality.

(232)

これらの引用から分かることは､先ず第-に､ハーツオグの母親におけるメ

ランコリー気質が ｢古い世界｣ を夢見る性癖と結びつけられていること｡第

二に､母親は自分のメランコリー的な気質を息子のハーツオグの中に既に兄

いだしていたこと｡第三に､周囲の世界を ｢死｣ との関連で眺め､常に悲し
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みの感情に捕らえられていた母親の気質を､ハーツオグが乗り越えたいと考

えていることである｡一言で言えば､ハーツオグは母親の中に自分のメラン

コリー的な気質の原形一一つまり､死と悲しみと古い世界に引き寄せられ､

轡々として ｢生｣を楽しめない自己像-1を兄いだし､そこからの脱出を願

っているのである｡

以上のことを踏まえながら､改めてハーツオグにおける ｢性｣の問題を考

えてみると､ラモーナやソノ･オグキとの関係を求めるハーツオグの欲求は､

｢死の恐怖から性-の逃避｣という青葉で一義的に捉えることはできなくな

ってくる｡ハーツオグが女性を求める欲求は､｢妄想的に処罰を期待するほど

になる｣ ような ｢自我感情の低下｣に対する無意識の抵抗であるとも考えら

れるのである｡｢現在｣よりも ｢過去｣に引き付けられていく自己､｢生きて

いる人間｣より｢死んだ人間｣との間に共生感を覚える自己､｢死｣を媒介に

してしか ｢生｣と関与できないために ｢悲哀｣の感情から逃れることができ

ない自己一一ハーツオグにおいては､そのような自己-の反発､あるいは､

そのような自己-の克服として ｢性｣は存在しているo 実際､ハ-ツオグに

おける女性遍歴が､自己の内にあるメランコリー気質を克服する行為､つま

り ｢生｣の喜びを求めるための行為であったことは､ソノ･オグキとの情事

を回想して語る次のような引用から窺い知ることができる｡

ToteZZthetruth,Ineverhaditsogood,hewrote.ButILackedthestrengthof

charactertobearsuchjoy.Thatwashardlyajoke.Wh enaman.sbreastfeels

likeacagefTromwhichallthedarkbirdshaveflown-heisfree,heislight.
●

Andhelongstohavehisvulturesbackagain.Hewantshiscustomary

struggles,hisnameless,emptyworks,hisanger,hisamictionsandhissins.

InthisparlorofOrientalluxury,makingapnncipledquest-pn'ncipZed.mind
■

●■
you-forlife-glVlngPleasure,sblvingforMosesE.Herzogthepuzzleofthe

body...,heseemedtohavefoundhisobject.Butoftenhesatmorose,

depressed,intheMorrischair. Well,cursesuchsa血ess!(169-70)

254



ここにあるのは､｢生命を与えてくれる快楽｣を求め､しかも実際に｢喜び｣

と ｢幸せ｣を感じながら､最終的にその ｢喜びに耐える力が欠けている｣た

めに再び ｢不機嫌｣(morose)と ｢憂轡｣(depressed)に沈んでいくハーツオ

グの姿であるo｢そのような悲しみは､呪われてしまえ｣(cursesuchsadness)

と嘆くハ-ツオグの言葉は､メランコリー的な気質に押し潰される自己に対

する呪岨の言葉となっている｡

それに対して､ハーツオグがラモーナと情交する場面は､ハーツオグが自

己のメランコリー的な気質に抵抗し､今度はそれに打ち勝つことができたこ

とを示している｡

HeTdhavetogetusedtoodorsofsoilandflowers.Thirty-someyearsago,

whenhewasdyingofpneumoniaandperitonitis,hisbreathwaspoisonedby

thesweetnessofredroses.Theyweresent,probablystolen,byhisbrother

Shurawhoworked,then,forthefloristonPeelStreet.Herzogthoughthe

mightbeabletostandtherosesnow.Thatpemiciousthing,丘agrantbeauty,

Shapelyred.Ybtlhadtohavestrengthtoenduresuchthingsorby

intensitytheymightplerCeyouinsideand･youmightbleed･todeath.
I

(203)

この引用の中で ｢蕎蕨｣という語は ｢死｣と ｢性｣という2つの意味内容

を持つメタファーとして機能している｡ハーツオグにとっては､｢番蕨の香

り｣は性的欲求を喚起させる甘美な香りであると同時に､｢死｣を想起させる

恐怖の香りでもある｡ソノ･オグキとの性関係においては､生来のメランコ

リー気質に復讐されて再び憂愁に陥ってしまったハーツオグであったが､ラ

モーナとの情交に関しては､｢今はこの番殊に耐えることができるかもしれ

ない｣と考え､実際､｢蓄葎 ｣に耐えることができたのである｡ラモーナとの

情交が縛ったあとで示されるハーツオグの満足感は､単に ｢性｣によって得

られた満足感ではなく､｢死の恐怖｣を乗り越えたことによる満足感であった｡

このときの勝利が仮に一時的なものに過ぎないとしても､この場における
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｢性｣は､｢死の恐怖｣を乗 り越えて ｢生｣に帰ってくるための儀式であった

と考えられるのである

クレイ トンの言うように.､ハ-ツオグの意識の底に ｢死の恐怖｣があるこ

とは否定することはできないが､ハーツオグの意識の底にはもう一つの恐怖､

すなわち､死の世界に魅了されていく自己自身に対する恐怖も同時に存在し

ていた｡前者の恐怖を強調すれば､ハーツオグにおける ｢性｣の遍歴は ｢逃

避｣という意味を帯びることになるOだが､後者の恐怖を考慮すれば､ハー

ツオグの ｢性｣の遍歴は､ともすればその心が ｢死｣と ｢死者｣と ｢過去｣

に傾斜してしまう自己自身を､｢生｣と ｢生者｣と ｢現在｣-と連れ戻すため

の行為､つまり､自らの死に対抗する､生きるための行為であると解釈でき

る｡ハーツオグの愚かな ｢性｣の遍歴とは､自らの内にある死の欲動に抵抗

するために無意織に表出された生の欲動の結果なのである｡
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